
異年齢との触れ合いで育つ思いやりの心

　冬晴れのある日、５歳児と１歳児が一緒に散歩に出ようと支度をしていると、Ｂちゃん（１歳児）が「Ａちゃ
ん（５歳児）とお手てつなぎたい」と保育士に声を掛けていました。Ｂちゃんの表情から、その気持ちを察し
た保育士が、Ａちゃんに話すとＡちゃんも手をつないであげたいと思っていたとの事。以前の散歩で手をつ
ないだ時の印象が互いに良かったのでしょう。二人は、すぐに手をつなぎ、にこにこ笑って散歩に出かけて
いきました。公園で、Ａちゃんは、Ｂちゃんの遊びに付き合い、追いかけっこをしたり、目線を合わせて話
しかけたり、Ｂちゃんも、ずっとＡちゃんのそばを離れず、顔を覗き込みながら遊んでもらっていたと微笑
ましい場面の報告に、その時の二人の様子が目に浮かぶようでした。優しく声を掛けたり自分に合わせなが
ら遊んでくれたりするＡちゃんにＢちゃんは、心地よさと優しさを感じ、またＡちゃんもＢちゃんが自分を慕っ
てくれたことがとても嬉しかったと思います。園内でも見かけると名前を呼んだり、遊びを誘ったりしてい
ました。気持ちをくみ取って対応した保育士の役割も大きいと感じたできごとでした。
　朝夕の時間や行事や様々な取り組み事業など異年齢児が、場所や時間を共有する機会の多い保育園。その
特色を活かし、年間を見通した異年齢交流計画を作成しています。クラス同士で遊びを楽しむなど普段から
保育士が連携を密にして交流に意識を向けていくことで、より一層関心が深められています。異年齢との触
れ合いを通して、大きい子も小さい子も優しくしてもらった嬉しさや、喜んでもらえた経験をたくさん味わい、
思いやりの心を育んでいきたいと思っています。

保育園長会幹事　町田 晴美（待乳保育園　園長）
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花やしきは嘉永6年（1853年）に開園し、当初は牡丹と
菊細工を主とした花園として、浅草寺付近の「奥山」と呼
ばれた場所にオープンしました。その後、震災や戦争によ
り閉園せざるを得ない状況となりましたが、昭和24年
（1949年）に東洋娯楽機（現：トーゴ）の経営により、遊
園地として再建しました。　　　　　　　撮影　髙相嘉男氏
※今回の写真は、中央図書館で閲覧できるほか中央図書館ホームペー
ジでも公開しています。ぜひご覧ください。
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